
 

 

 

 

寒さが厳しくなってきました 

 

東京でも雪がちらつきました。朝晩はとても冷えます。また、空気も乾燥し、インフルエンザなども流

行しています。手洗い・うがいを習慣化していくためにも、ハンカチ・ティッシュを忘れずに持たせてく

ださい。 

 
 

〇２月・３月の大まかな予定 

 
 

 

 

 〇今回の面談について       ※以下にある指導計画は架空の児童のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ ５ 日 

東久留米市立第九小学校 

校 長 山 本  真 美 枝 

特 別 支 援 教 室  担 任 

 

２月１３日（火）：３学期個人面談 始 

３月１３日（水）：３学期個人面談 終 

：指導終了 

３月１５日（金）：巡回終了 

※個人面談のアンケートをまだ提出し

ていただいていない方はお急ぎくだ

さい。 

 今回の面談では、【連携型個別指導計

画】の後期の評価について話し合いま

す。担任は同席しません。 

 限られた時間の中で、質問などがござ

いましたら、事前にまとめてきていただ

けると、面談がスムースに進むと存じま

す。 

 来年度にむけて、何か引継ぎしておき

たいことがございましたら、面談の際に

お伝えください。 

九小の HP のさくら教室というページで、過去の

さくら通信がカラーで閲覧することができます。ご

活用ください。 



【さくら教室のちょこっとコラム】  

 〇感覚統合 
普段の生活の中で、お子様がどうしても他の子と違う行動をとってしまうということはありませ

んか？ もしかすると、その背景には感覚統合がうまくいっていない問題があるかもしれません。

私たちは、普段、外部からの様々な情報を自分の感覚を通じて処理しています。しかし、この感覚

で処理することが上手く機能していない場合、「姿勢が保持できない」「相手に触れられることを極

度に嫌がる」「力加減や体の動かし方がぎこちない」などの問題となって出てくることがあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外部からの情報を、様々な感覚から受

け取り、それを自分の中で統合して、処

理することで、適切な行動をとることが

できるようになると言われています。 

例えば、うるさい場所で話を聞くこと

になっても、相手の声だけを聴くことが

できます。これは、無意識に話している

人の声だけを聴こうと、必要のない感覚

と必要な感覚を分け、情報を処理してい

る結果です。 

感覚は基礎的なものから山型に積みあがっているイ

メージです。【字を綺麗に書く】という下から三段目に

ある【手指の機能分化】の練習だけをどんなにやって

も、その下にある感覚がうまく育っていないと、なか

なか上の段の内容を習得できません。 

例えば、字を綺麗に書くために、全力でダッシュし

て、ピタッと止まったり【運動コントロール】、ブラン

コをやってみたり【前庭覚】、一見関係ないようなこと

などを通じて、土台となる感覚を統合していくことも、

大事な支援になります。ご家庭でも、お子様と一緒に

たくさんの感覚遊びをしてみてください。 

〇こんな遊びが有効です 

・前庭覚： 

自分の身体の向きや傾き、スピード

などを感じる感覚。目の動きとも関係

がある。ブランコや滑り台などが有効。 

 

・固有受容覚： 

身体の動かし方や力加減に関する感

覚。ボディイメージや器用さ、感情の

コントールとも関わる。トランポリン、

ジャングルジムなどが有効 
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